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　このたび，「臨床家のための口腔粘

膜疾患 Check Point」という，臨床家

の日々の臨床に役立つ素晴らしい書が

出版されました．私は口腔粘膜疾患を

主な対象とする日本口腔内科学会の理

事長を務めていますので，この分野の

専門家の一人として，本書の優れた点

を述べさせていただきます．

　日本口腔内科学会では，口腔内科を

「歯科患者の口腔だけに視点を向けず，

大局的立場に立ち，全身的背景を考慮

した口腔疾患の診断と治療を目的と

し，外科的なアプローチを主体とせず

に口腔の医療にあたるもの」と定義し

ています．日本は世界でも有数の超高

齢者社会となり，昨今は単なる長寿で

はなく，健康寿命の延伸が重要だとう

たわれ，われわれを取り巻く環境は大

きく変化してきています．その変化の

一つとして医学的に問題のある患者

（medically complex patient）の増加

があげられ，全身的背景を考慮したさ

まざまな口腔疾患，特に本書が焦点を

当てた口腔粘膜疾患に遭遇する機会が

増えてきています．このように，口腔

内科の重要性や必要性は急激に増して

きているのは間違いありません．口腔

の専門家であるわれわれ歯科医師は，

口腔粘膜疾患を的確に診断して対応す

るという新たな役割が強く求められて

いると思います．

　本書は，まず初めに，口腔粘膜疾患

を理解するための基本的事項がとても

わかりやすくまとめられています．次

に，日々の臨床で遭遇する機会が多い

口腔疾患について，口腔を 5 つの部

位に分けて示されています．多くの教

科書では，口腔粘膜疾患を網羅的に解

説する必要があるために症状別に分類

されていますが，本書では部位別に分

けられているのが特徴です．頻度が多

い疾患をわかりやすく，そして明日か

らの日常歯科臨床にすぐに役立つ，よ

り実践的な内容になっていると思いま

す．後半部分では，全身疾患と関連し

た口腔粘膜疾患について総説的に解説

されています．前述のように，全身疾

患をもつ患者は増加してきていますの

で，本書のような切り口の解説はとて

も役立つものと思います．

　さらに，本書の特筆すべき特徴とし

て，とても多くの口腔粘膜疾患の病態

写真が示されていることがあげられま

す．口腔粘膜疾患の診断には視診がき

わめて重要ですので，繰り返しになり

ますが，明日からの日常歯科臨床にす

ぐに役立つ実践的な書になっていると

思います．

　このように，本書の内容は，経験の

浅い歯科医師にはもちろん，かなりの

経験を積んだ歯科医師にとっても大変

有益であると思います．本書を独習書

として読んでいただければ，多くの読

者の日常歯科臨床のお役に立てると確

信しており，自信をもって本書を推薦

させていただきます．
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